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Takaharu FUKUTOMI， Kou KUSUNOKI 1948 Evaporation Correction in the Mea-
sur日mentof Liquid Fog Water Content by Separation Method;~ Luw 長'l1lperatttreScience 

4. (With English ri.sum主p.56). 

網目法による霧水量測定に於ける蒸後補正に就いて宅/

嬬富孝治 橋 宏

(低i巡科a学研究所海洋接部門)

I緒 言

筆者等は金網やガ{ゼなどの網目を用ひる霧水量の-V!!J定法について，さきに報告りしたが，

JK蒸筑が飽和のJU;態にある場合を主として論じたものでるる.所が泊散過程に遣うる~よでば相調

滋度が1009'oI'C i~古たない場合が屡々注意せられて居り，此の;fíi f.主場合 tとは前報の装置によって

怒水捕捉中に綿目l乞附着した怒粒が蒸裂し，また捕捉後言!査が絡る迄の問にも多少蒸設が起る.

もっとも後者の場合の蒸接査は，匂前報告中にも述べたやうに少量であるから問題にはならない

が，何れにしても海水量‘の測定値が質際のfUlより小となるので、資測値に多少の補iEが必要であ

る. q守に~筑を吸入しながら慈水捕捉を行ってゐる間の茶穫の影響は場合 tてよっては決して無

視し符ない程度となるので，此の議設補正の問題を賞験的に考究した.以下にその結 ~nの概略

について報告する次第である.

II 管験云法

資験装置としては前報の金網の室長水量測定弘涯をその偉使用した.即ち，捕捉に用ひた金網

は針金の平均庄径 78μ，子均開高 380μ の純白で面積 91.5cm2のものを図形枠に張ったもので

るり， ガ戸ゼ、の場合には同じ枠に糸の王子均直径 192μ，千均間隔 864μ のガ{ゼ片を張って用

ひた.

とれらの網目に謬吹きで微小水摘を 10-1000mgの程度に間着せしめ，化事天秤で枠ごとに

1 mg ([)精度で計量し，計量後速やかに;;j;~7K量測定装置に挿入し，電動扇風慌をと始動させて空気

を吸入し，問時に装置内のピラム風建計危始動せしめる.一定時間 (30秒-1分〕経過した後-

tz:~筑の吸入を止め，同時に風謹計を停止せしめてとの時間中の平均風謹を求める.又底ちに

枠を取外して主主やか;亡計量する. とれらの各接作の経過時間は総て秒時計によって求めた.又

とれらの操作の詮中盤同アスマン通風乾協計を用ひて策温， 1，品度を測定した.

持北海・道犬猿f!t滋科芸品研究所報告 No.64. 昭和22&手4月1OF-f北大低温手予感研究所談話念に於て霊童家.
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温風前後の計量{直を比較するととによって蒸護萱が求められるから，蒸設建度も@:ちに計算

ナるととが出来る.勿論温風前後の蒸裂の影響は時間tt測定してるり，既に前報告に越ぺた通

りに簡単に楠IEが出来る.

2霊験に際しては蒸稜輩に密接な関係が遣うると思はれるi品度，風速，着水量，筑温の 4因子。

中， 3因子左出来るだけ一定に保ち，残り 1の因子を控化せしめてそのときの蒸護速度tt測定

した.斯様な方法によって諜護蓮度と諸量開の関係を示す質段式を近倒的に求め，蒸E重量の楠

1E11直を計算するととを試みたのでるる.共の結果は以下¢如くである.

ITI網目からの蒸設速度の賢験式

今考へる網闘についての諜設速度をμ(mgfmin)，相1'J揺度を 11(%)，風速をむ(m/sec)，着水量

をf(mg)，温度を θ(C)で表はすものとする.先づ金網の場合に就いて考へる.

1) 着水量の影響

院長k-EEな恭温， i島度，風速の下で、金網からの蒸殻速度と着水量との関係を吟味すれば，認

後建度は着水量が小なる聞は比較的小であるが，清水量が滑加するにつれて大となり段々一定

度に近づく様に見える，即ち諜設謹度μ と清水量 fとの闘係ば近l灯、的には

μ=μ。(1-e-u..つ}

Ito = /u. (lz， v， 0) J 
(1) 

なる質験式で表はし得るのである.資験の2{列Hと掲げれば，第11品lはθ=23.8 (平均1)， h = 72 

η11/ 
j!fllll 

151-日
J< 

3止

企ド

ミ 10r~

ダ曜暴

O 

⑧ 

.)1= IIf( 1-ぜ dftj

重量

活水 j! j 

100 
de9i('C oJ 州 tll

@ 

200 'n;} 

〈平均)， v = 0の場合，

第2樹は θ=19.8(平均L

It = 77.1 (王子均)， v =;~.2 

(平均〉の場合(此の場合

資測値が可成りばらつい

てゐるのはiJllI定に可成り

長崎町を要したρでi品度

や温度を一定に保つとと

が困難であったとえ K図

ると，臣、はれる〉の補者の

関保を闘示したものでる

第 1園 室長室違法皮と者7kliまとの関係 る.即ち第1例の場合は

α=O.OlH，μ0= 14，第2例の場合は近fJJ.的に α=0.0110，μ0= 330で表はされ， αの1111はθ，

h及び vtとは無関係であるが， μ。の艇はとれらに上って非常に礎化ずるととが判る，
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1& 下に次の1霊験を行った.

Jli1t認の影響

次に前。通り fを大と

2) 

1100 

ttclUIl/J 

譲渡速度と着水量との関係

L，-θ及びhを時々一定

第 2圏むの憶を鑓化に保って，

せしめて謀議謹度との関係を吟味した.その結果，蒸殻速度110はv=Oの場合にも或る値を持

ち，vを増加すると段々大となるが，矢siり潮次一定。極大値に近づく様に見える.即ち μ。と
U との関係は近似的には

μ。=μ0'(1十 s-e7γ1 
(2) 

メ10'= fu (h，θ) 
なる質職式で表はし得る.質験

は θ=18.5 (平均)， h = 87.1 

(平均)， f = 200，..， 1300として

そのUロ 0，..，4の範囲で行。た.
@ 

J4.=1q5(1-J27dv) 
結果は第3恒ltz:示す諮りであっ

て近i以的に Tご 1.273，μ0'=195， 

(3 = 0.025を得た.

明日A

" li正
久 2伶官重E
~ 1ft 
~ jJ.L B 四

fω 

@ 

操皮及拭温の影響3) 嵐長 11
-一寸・e幽邑'“--r-----.

3.0 4.0 勺Isec.
wind ve!oci/y . 

蒸滋速度とJffo!，i恋との関係

。
次f'[前挫の如<f;堂大と L，

2.0盤
ー一ー一ーーー暗唱Z盈箆胸

1.0 

θ=20~10， v=Oとしてhのfi在第 3麟

を縫化也しめて器援速度μ。と相主n，熟度hとの闘係を吟味した.

?り〉でるる.その結果は前報告にも指摘した誌に，近f~)Jl~には μ。即ぢ PμJ の値は h が大とな

との場合は μ0={3，μ0' ((2)式よ

(3) 

ると直忠良的に減少し h= 100では雫となる..l!fJち
{3110' =μ0" (100 -Iz) 



主主

主主る霊験式で近似的に表はし得る.その結果は第

4闘に示す如くでるって μr/I= 0.38を得た.但し

秘Y台議密tき綴

長Ir/Iは襟度及濯度の函数と考へられ，

を大とすれば多少大となる傾向はあるが，共の謎

そのf直は θ@ 

化は北海道の霧中の録湿5_150C位の範図では徴

三少で必・ったから，気温の影響は無ー脱するととにし

J' ""UJ8 (fし河口-h，
'ー

た.

結局上越の結果から (3)式の μぷを伊)式に

代入し，く2)式のんを(1)式に代入して綜合すれ

ば蒸殻謹度と着水量， ~.品度，風速との関係は次の
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第4闘 苦寝室主速度と相銭滋皮ーとの関係

寅験式で近fJJ.的に表はし得るのでるる.
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(4) 

その値は 1)-3)の賀験結果

とれを代入すれば問題の金網の蒸護謹度μは

μ=  15.12 (100 -h) (1.025 -e-1・273") (1 _ e-O.OllO!) 

μ= A. (100 -h) (1 + s -e-了つ(1-e-(J，!) 

但し，A.=チで，A.， s， r， aはJ丘{帥常数と考へられる

から求められてゐるから，

(5) 

で、興へられる.

又ガ【ゼ網目の諜殻速度については金網について行ったと金く同慌の箆験を行った結果次の

質験式によって表はされるととが判った.

(6) 

(6)式ではガ{

μ=  0.262 (100 -:-h) (1.0208 -r2.~63") (1 -e-O.00679 f) 

金網の場合には質際に用ひる枠全臨の商積についての蒸殻速度でるったが，

ゼ片の単位面積1cm2についての蒸護、速度で表はして3ないた.

正手書ぎ長蒸VI 

と Lで般に越ベアと給来から網目の茶殻謹皮は箆験式(4)で去はされる.

(7) μo = A. (100 -h) (1 + s -e-(J，ν) 

ノと置けば， (4)式は

(8) μ= f1.o (1-e-(J，!) 

となる.

籾闘に附悲してゐる水量の dt時間中の増加1dfは同じ dt時間中ρif.f耳目の接水捕捉量 (dtと諜

護金 μdtとの去に等しいから次式が得られる.

(9) 

従って(霧水量を測定する短い時間中では 8，h， vも一定と考へられるからんは常数であるJ

dfニ=(ζー μ)dt 
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μの俸として (8)式を代入すれば

1 ft df ーん
t= ームー \~_~/~-;;-; {.Elし，b一 一 (10) 
(-μ。Jo1十 be-I<f (ーμ。

(10)式を積分すれば次式が得られる.

f= 110ge {(1 + b)eMc -I'Of_b} 、 (日〉
α 

今i品度hと吸入風謹 P とは判てコてゐるからんは (7)式から計算さかる.又αは既知の常設で

るり，tは測定に要した時間で，着水量 fは質測されるから此等は判ってゐる，従ってく11)式

から単位時間中の民の若水量 Cは求められる筈である.

金網の場合には (7)式の質際の数値は (6)式から

ん=15.12 (100 -，-h) (1.025 -e- 1. ~73 ") く7)'

であるから， (11)式ιとのんを代入し，質i禁θ測定時間 tを5(min)として， α=0.0110を

代入すれば (11)式は

f= 20l:J.3叫山
となる.

寄

(12)式を見ると，測定によって5分間中の着水量fを知れば5(が蒸穫のない場合の民の審7k

捕捉量として求められるけでるるが， との式は簡単には解けない.それで、(7)1式によって先づ

んの最大値を見積ってみると h= 95， v →∞としても μ。勾80である:第51菌iはとの結果を (7)'

式に{交って!箇i示したもので

ある.;3たにμ()~ 0-150} (-μ。

を 5-200の純国内で興へて

く12)式から逝にfの値を計算

して，その結果を第6I1邸に示

した.との随i表は測定時間は

5分間の場合でるるからそれ

以外の拠定時間のものには使

用されないととは申す迄もな

い.質測に際してその時D漁
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を知れぽ， μ的o(mg/min叫〉が判り， 務5問 金締}亡於いて，1.1M車及び拐劉滋皮を感化させた時の言寝室遣主主皮

又 f(mg)は測定によって判るから，民の華客7J<.捕捉量 5<: (mg)はi首i表から求められるととになる.

ガ{ゼ網目の場合も全く同様でるるから略する.

v結

夫裁の務!民主に泊散型の裂で、は空集中。7k諜策が飽和しないj民態が存在する. 新J館主主場合に前
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J; t 4 1 1 ふ町九影響は楠E項で制，小さい埜

第6閣議主主菰liiE悶茨(金鰯， E実水捕捉時間5分間用〉 ‘ であるとの見地からその概略者と

求めたに過ぎないととを3診断りして置く.

移りに臨み，此の研究に要した費用は昭和21:年度日本謬術振興合研究費及文部省科皐研究

費に依った.~霊験に際しでは久保田疋雄氏(長野瞬下伊那郡川路小墜校教官)，田知i忠司迎撃土
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の援助を得?と.此所に記して厚く感謝の意を表する次第である.

文献

主主

報の設置により錦町持て昼

試を吸引し怒水量を測定する際，

捕捉装置の網目からの蒸護によ

る潜水量D減少を補.lEする目的

で此の研究を行ったものであり，

漆設建度と着水量，吸入風速，

i品度等の主要m子との関係を理
論的に検討するととなく，只質《

験的fL夫等の間の近似的関係を

求めたものでbる.

質験に際しては或るーワの因

子を一定に保クととはなかなか

If.離でるり，特に質際の惑の場

合に比べて低い温度で行はれた.

〆 i品度としては便宜上相封i品度を

用ひた，又気温はあまり影響が

認められなかったので無闘した.

之等の正確な関係に就ては将

来充分検討しなけれほならたい

と考へてゐるが，今回は諜殻の

1) 磁箆孝治，椀宏，明::ri忠司 1945 *~j 自に依る務*:廷のjJ!iJ定法に弘、いて.感官ffj研究曾議第 ]51l!lf銭授f.鏡

の研究.21. 

. Resume 

In the measuremel1t of liquid water contel1t by separation mcthod utiIizing the wire screel1S 
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or the gauze screens in the natur.alIy dissipating fogs--in which the relative humidity is less 

than 100 %， an error is probable owing to the evaporation from the water droplets colIected on 

the scr巴巴ns.

Therefore， th巴 writerstried to investigate experimentalIy the relation between the rate of 

tne evaporation and the ，degree of wetting of the screens， the air velocity， the relative humi-
dity， the air temperature， al1d obtail1td the experimental formulae betwe巴11them. AIso， they 

、il1dicatedsome conv巴nientnomographs to get readily the evaporation correction in the field 

observations from these formulae. 


